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与える福祉ではなく、 その人にとって必要なことをその人の自立に向けて支援する



～ 2～

入社式の様子入社式の様子

新入社員   瀧川　勝正 （看護師）

４月より看護師として入社させていただきました瀧川です。

施設での看護師経験が乏しく、様々な場面で取り得る最適な行動や利用者様の負担についてなど、

考えが至らない点が多々あるかと思いますが、いち早く対応できるよう努力していきますため、

色々とご教授いただけますと幸いです。

また、なるべく利用者様と交流を持ち、全人的に健康面・生活面を支えられるようになることを

長期的な目標として頑張っていきたいと思います。今後ともよろしくお願いいたします。

新入社員   高野　暁　（支援員）
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新入社員　村瀬　はな　（看護師）

５年ぶりにこいしろの里に戻ってきました。

覚えていてくれた方も初めてさんの方もどうぞよろしくお願いいたします。

5年間のブランクがありますが、みんなと楽しく過ごしていきたいと思っています。

そろそろ物覚えが悪くなってきている自分ですが、いろいろ教えていただけたら嬉しいです。
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4 月になり、新年度を迎えました。利用者の中には、新体制となって作業の内容が新しくなった方もいれば、

そうでない人もいます。新しいことに挑戦して、うまくいくこともあれば、そうでないこともあります。

皆それぞれが今日も一日各々様々な出来事があったと思われます。

作業を無事に終えて、グループホームに帰ってからの夕食の団欒のひと時は、明日への作業の活力となる場でもあります。

仲間同士で食事をして、今日一日の出来事を皆で会話をすることで、ほっと一息をつけたようです。

さあ明日も一日が始まります。各々思い思いに作業を頑張って、又グループホームで語り合っていきたいと思います。

グループホーム　こいしろ

グループホーム　ひまわり

こいしろの里

4月から日中活動内容の見直しを行い、

利用者さんごとに得意なこと、

できることを中心に新しい活動に

取り組んでもらっています。

その様子を紹介していきます！
利用者さんごとに創作活動 ( 絵 )、

作業活動 ( タッパー作業 )、

療育的活動（キャップ合わせ、色合わせ）など、

自身の力を発揮できるように

活動を変更しています。

・施設入所支援　・日中一時支援　・生活介護事業

・特定相談支援事業所　・障害者短期入所　・障害児相談支援事業所

事業所紹介
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ぱんカンぱん　就労継続支援 B型

当施設は、就労継続支援 B型ぱんカンぱんとして 2018 年 8月より、災害備蓄用パンの製造をしています。

製造しているパンは災害備蓄用パンという物で、缶に入ったマフィンパンです。

昔からよくある硬い「乾パン」ではなくぱんカンぱんの災害備蓄用パンは、

缶を開けると柔らかくおいしいパンが 2個入っています。

パン工場では毎日 18 名の利用者様と 4名の職員でたくさんの災害備蓄用パンを一生懸命作っています。

パン工場には様々な作業があり、利用者様一人ひとりの長所を活かした作業を探すことで、

どの工程も利用者様の活躍の場となっております。

昨年、今年と続けて三重県立松阪あゆみ特別支援学校より就労頂いております。

 ( 写真左：坂本様　写真右：岩出様 )

2 名とも学生の期間にぱんカンぱんを選んで頂き何度も実習に来て下さりました。

慣れない作業なども先輩利用者様や職員に見聞きし一生懸命作業をしています。

ぱんカンぱんでは

「この世で最もおなかが膨れるパン」「この世で最も楽しいパン」「この世で最も幸せなパン」

この 3つの願いと思いを胸に刻み皆様に愛されるパン作りを心掛けております。

今後とも皆様方の温かいご支援を頂けますようお願いいたします。

 放課後デイサービス    

  『びーとる』

「また行きたい！」「びーとる楽しみ！」
                            という声を大切にしています。

小学生から高校生までの幅広い年齢層・特性に対して

それぞれに合わせた関わり方で、

居心地のいい空間を提供しています。

作業室と休憩室に分けて、緩急のあるプログラムを設定し、

集中する時間とゆっくり過ごす時間を体で感じ、自分に合った時間の過ごし方を身に付けます。
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2025 年 3 月 12 日　松阪市笠松町にある笠松河津桜ロードにお花見に行ってきました。

この桜は例年 2月下旬から 3月上旬にかけて開花する早咲きの桜でしたが、

今年は昨日の猛暑の影響でしょうか、開花が随分遅れている様子でした。

この日も桜はあいにく２，3分咲きの状態でしたが、利用者はたい焼きを食べながら、

僅かに咲いている桜を見て、楽しまれました。

出来たての温かいたい焼きを食べて、体も心もぽかぽかになりました。

～～～～

いい ててきき てて、、 ぽぽぽぽ心心

食食

いってきました
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2025 年 4 月 9日に多気町丹生までお花見に行きました。

今回はお弁当を購入して、満開の桜並木の中で楽しく昼食を食べました。

心地よい春風を浴びながら、散歩や遊具で束の間の童心に戻っていただきました。

さあいよいよ希望の春の到来です。

早速明日から日課の課題に取り組んで頑張っていきます。



近年、地震や豪雨により日本各地で死者、行方不明者が多数となる

甚大な災害が発生しており、このような災害報道が珍しくなくなってきています。

社会福祉法人ベテスタでは、万が一の災害に備え入所者・利用者の皆様を

安全に避難誘導できるように毎年防火防災訓練を実施しています。


